
 

 

「あつた産業再発見マイスターの会」活動視察 

 

●日 時：平成２５年１１月２３日（土）１１：００～１２：３０ 

●場 所：熱田区 白鳥庭園 

 

【あつた産業再発見マイスターの会について】 

あつた産業再発見マイスターの会は、名

古屋市の熱田生涯学習センターで行われた

「産業マイスター講座」の平成２１年度、

２２年度の受講生の有志で結成されました。 

熱田ゆかりの食材を使った新しいご当

地グルメ「あつた餃子」「あつた鶏飯」な

どの考案・開発・普及活動に取り組んでい

ます。 

熱田では昔から練り製品やかまぼこの製造が盛んだったことや餃子の皮のメーカー

が区内にあることから、「産業マイスター講座」での試行錯誤のうえ出来上がったのが、

『“名古屋かまぼこ”入り』『“肉”なし』『“にんにく”なし』の新しいご当地グルメ「あ

つた餃子」です。 

また、文献を基に熱田の昔から伝わる食を実際に自分たちでつくる取り組みでは、宮

宿で食されていた「鶏飯」のレシピを作成し、「あつた鶏飯」を完成させました。 

熱田の食文化再発見に取り組むため、食に関する地元産業のリサーチや熱田の食文化

のＰＲなど、熱田の魅力発見に努めています。 

 

【活動の様子】 

○ あったか！あつた魅力再発見市２０１３ Ｂｙ．白鳥庭園 ○ 

白鳥庭園で開かれた“白鳥マルシェ”に出店

し、「あつた餃子」のＰＲと練り物を使った新し

いご当地グルメの試食会を開催しました。 

当日は、秋晴れだったこと

もあり、多くの人でにぎわっ

ていました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試食の練り物は４種類、「うずら卵・青のり入り」「ミックスベジタブル」「ごぼう・黒

ゴマ・赤トウガラシ入り」「さば缶」があり、試食した人から、好みなどのアンケートを

取っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このアンケートは、新たな“熱田の食文

化”の考案・開発の基となるそうです。 

この取り組みが、食文化の発見につなが

り、これをきっかけに、熱田の更なる魅力

が発見されることを期待しています。 

 

「食は生命なり」といいますが、日本の食文化は、豆・魚・海草・野菜などをたっぷり

取り入れた食事が特徴で、究極の長寿食と世界中で注目されています。 

『土地の縁の食材から新たな“食”を生む』 

このような活動を行うことで「愛着」が生まれ、「歴史」を知り、「誇り」を持つことが

でき、また「新たな取組み」が行われる。このプラスの連鎖が継続されることを望んでい

ます。 

ＰＥＣｏの感想 


